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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会 議会だよりは、デイジー版（音訳CD）及び点訳版も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。
（電話　63－2203）

表紙写真の募集

定例会の日程

「求められる地方議会の在り方」特別研修を実施しました

認知症サポーター養成講座を受講しました

題字の揮ごう

◆題字書写リレー!!◆
　今号は鹿沼高等学校の渡邉芽衣さんが
　揮ごうしました

17人が登壇
12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

令和６年度の予算など
　47の議案を審査しました！

トピック
2024
230号

5月24日発行

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページで
ご覧いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）

　令和６年３月21日(木)、鹿沼市役所において、今後の議会改革検討部
会にて議論する上で参考にするため、「議会改革特別委員会」の主催によ
り、研修会を開催しました。
　この研修会は、市民に身近な市議会を目指す意思決定機能や監視機能、
政策形成機能をより一層発揮できる能力を身に着けることを目的としたも
ので、宇都宮大学地域デザイン科学部コミュニティデザイン学科の中村祐司
教授を講師に招きました。

　令和６年３月25日(月)、鹿沼市役所において、鹿沼市地域包括支援セ
ンター職員による「認知症サポーター養成講座」を受講しました。
　認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を見
守る｢応援者｣です。
　講座では、認知症の基礎知識や認知症の方への対応方法についてのほ
か、認知症高齢者の現状、認知症基本法などについて学びました。

　今号は､鹿沼高等学校３年生の渡邉芽衣
さんに揮ごうして頂きました。

　「あなたと議会」の表紙に掲載する写
真を募集しています。詳しくは、15ペー
ジのお知らせか議会ホームページをご覧
ください。

撮影場所：西茂呂さつき大通り撮影場所：西茂呂さつき大通り

6 25 火 議会運営委員会

23 火 総務常任委員会
24 水 教育福祉常任委員会
25 木 産業建設常任委員会

7

2 火 本会議（第1日）
提出議案の説明

18 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

17 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

19 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

29 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和６年第２回定例会(予定）

8
21 水 議会運営委員会

18 水 総務常任委員会
19 木 教育福祉常任委員会
20 金 産業建設常任委員会
25 水 決算特別委員会
26 木 決算特別委員会

28 水 本会議（第1日）
提出議案の説明

12 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

9

11 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

13 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

30 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和６年第３回定例会(予定）

　自分が揮毫した字が掲載されること
を嬉しく思います。
　全体のバランスを取りながら「議」が
下に広がるように意識して書きました。

ごう



質
　
　
問
�
�������������













　

申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
期
間
が
法
定
を
超
え

て
長
い
全
国
平
均
の
中
、
当
市
の
現
状
と
問

題
・
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。
今
後
、
高
齢
者
人

口
の
増
加
に
よ
り
更
な
る
遅
れ
が
生
じ
な
い
様

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
認
定
業
務
の
効
率
化

を
推
進
す
る
計
画
が
あ
る
か
伺
う
。

答
　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）�������






Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
を
高
め
る

た
め
、
業
務
全
体
の
見
直
し
も
検
討
し
な

が
ら
、
効
率
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
、
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
要

す
る
平
均
日
数
は
、
36
・
2
日
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
や
県
内
市
町
と
比
べ
短
い
日
数
で
認
定
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
介
護
保
険
法
で
定
め
ら
れ

た
認
定
期
間
で
あ
る
原
則
30
日
以
内
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
短
縮
化
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
認
定
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
申
請
件
数
の
増
加
が
予
測
さ
れ
、
事
務
の

効
率
化
、
紙
の
消
費
量
削
減
等
の
課
題
解
決
が

よ
り
必
要
と
な
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
ク

ラ
ウ
ド
で
の
デ
ー
タ
共
有
は
、
資
料
印
刷
や
送

付
に
係
る
手
間
や
コ
ス
ト
の
削
減
、
ま
た
個
人

情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
、
保
管
ス
ペ
ー
ス

削
減
等
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
全
体
に
お

け
る
情
報
共
有
や
多
職
種
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り

得
ら
れ
る
効
果
を
高
め
る
た
め
、
業
務
全
体
の

見
直
し
も
検
討
し
な
が
ら
、
効
率
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
政
を

問
う

12

6

39
質問時間
60分3/6～8

第1回定例会で17人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

議員紹介はこちらからどうぞ。
各質問議員のQRコードからは、それぞれの
一般質問の動画をご覧いただけます。

各議員の記事の「質問」の文章は、
議員本人が作成しました。

一問一答方式

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

介
護
認
定
の
迅
速
化
に
つ
い
て
伺
う

早川　勝弘　議員

梶原　隆　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
児
童
・
生
徒
指
導
の
充
実
に
つ
い
て

○
医
療
福
祉
に
関
わ
る
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

○
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強
化
に
係
る
地
方
財

源
の
確
保
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

（2）2024　230号
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令
和
6
年
度
の
当
初
予
算
案
に
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
」
が
組
ま

れ
て
い
る
が
、
実
施
時
期
、
還
元
率
や
対
象
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
な
ど
、
事
業
の
詳
細
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
長
）�����������










予
算
総
額
は
5
千
600
万
円
、
ポ
イ
ン
ト
還

元
率
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
と
同

じ
20
％
と
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
令
和
6
年
度
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
5
千
600
万
円
、

ポ
イ
ン
ト
還
元
率
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
と
同
じ
20
％
と
し
ま
す
。
実
施
時
期
や
、
対

象
と
す
る
コ
ー
ド
決
済
の
種
類
、
店
舗
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
鹿
沼
商
工
会
議
所
、
粟
野

商
工
会
と
の
連
携
に
よ
る
実
行
委
員
会
で
現
在

協
議
中
で
あ
り
、
最
も
効
果
の
見
込
め
る
事
業

と
な
る
よ
う
、
時
期
や
内
容
を
決
定
し
、
早
期

実
現
に
向
け
、
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
事
業
を
通
し
、
消
費
喚
起
が
促

進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
事
業
者
や
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
新
た
に
始
め
る
き
っ
か
け
と

な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
に
つ
い
て
伺
う

梶原　隆　議員宇賀神　敏　議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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第
８
次
鹿
沼
市
総
合
計
画
で
は
、「
Ｊ
Ｒ
鹿

沼
駅
周
辺
は
重
点
的
に
都
市
基
盤
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。」
と
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
鹿
沼

駅
東
側
の
進
捗
状
況
を
示
せ
。

答
　
　
弁
（
都
市
建
設
部
長
）�������






令
和
６
年
度
中
の
開
通
に
向
け
、
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
事
業
は
Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
と
、
そ
の
周
辺
の
利

便
性
を
高
め
、
安
全
で
快
適
な
都
市
空
間
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
駅
東
側
を
中
心
に
整

備
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
内
容
と
し
て
は
、

都
市
計
画
道
路
で
あ
る
鹿
沼
駅
東
通
り
や
鹿
沼

駅
裏
通
り
の
整
備
と
、
駅
前
広
場
及
び
自
由
通

路
等
の
整
備
で
す
。
進
捗
状
況
と
し
て
は
、
国

道
293
号
線
と
主
要
地
方
道
宇
都
宮
鹿
沼
線
を
南

北
に
結
ぶ
鹿
沼
駅
東
通
り
に
つ
い
て
は
、
令
和

6
年
度
中
の
開
通
に
向
け
、
整
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
自
由
通
路
等
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
整
備
に
お
い
て
は
、
そ
れ

ら
の
事
業
方
針
の
要
と
な
る
駅
東
口
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

中
断
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社
と
の
協

議
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
を
進
め
、
将
来
を
見
据
え

た
最
適
な
手
段
に
よ
り
、
交
通
結
節
点
と
し
て

の
機
能
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
企
業
の
人
材
不
足
に
つ
い
て

○
国
で
定
め
る
指
定
野
菜
に
つ
い
て

○
い
ち
ご
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ
い
て

○
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

第
８
次
鹿
沼
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
伺
う

（3） 2024　230号
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内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
ひ
き
こ
も
り
の

状
態
で
あ
る
人
の
数
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
う

ち
約
2
％
、
約
146
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

鹿
沼
市
に
お
け
る
現
状
や
相
談
窓
口
、
市
で
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
次
長
）���������








関
係
部
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
家

庭
訪
問
の
実
施
や
電
話
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
、
就
労
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
に
実
施
し
た
「
地
域
福
祉
に
関

す
る
市
民
意
識
調
査
」
の
結
果
な
ど
か
ら
、
本

市
で
も
約
1
千
名
の
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
方
が
い

る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
生
涯
学
習
課
青
少
年
係

に
、
18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
を
設

け
て
い
る
ほ
か
、小
、中
学
生
は
「
教
育
相
談
室
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
と
連
携
し
な
が
ら
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
の
要
因
は

様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
相
談
内
容
に
応
じ

て
、
関
係
部
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
相
談

者
の
実
態
に
応
じ
て
、
家
庭
訪
問
の
実
施
や
電

話
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
就
労
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
相
談
員
は
多
様
な
ケ
ー
ス
に
対
応
す

る
た
め
、「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
」

等
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
、
ま
た
、
就
労
支

援
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
福
祉
作
業
所
等
へ
の
訪

問
調
査
を
行
って
い
ま
す
。
今
後
も
、
今
年
4
月

新
設
の
「
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
室
」
を
は
じ
め
、

庁
内
各
部
局
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
関
係
機
関

な
ど
と
連
携
を
図
り
、
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

子
育
て
環
境
の
充
実
は
、
貴
重
な
働
き
手
の

確
保
や
、
世
帯
の
経
済
状
況
向
上
と
い
う
視
点

か
ら
も
大
切
な
施
策
で
す
。
刻
々
と
変
わ
る
子

育
て
世
代
の
意
向
に
配
慮
し
、
引
き
続
き
丁
寧

で
手
厚
い
対
応
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
市
長
）�����������










令
和
6
年
10
月
か
ら
第
2
子
保
育
料
の

無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
8
次
総
合
計
画
で
は
、「
結
婚
や
子
供
を

持
つ
希
望
が
実
現
し
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育

て
が
で
き
、
子
供
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環

境
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、
家
賃
補
助
や
市

営
住
宅
へ
の
優
先
入
居
な
ど
、
経
済
的
支
援
の

実
施
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ

目
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
伴
走
型
支
援
、
こ
ど

も
、
妊
産
婦
、
ひ
と
り
親
な
ど
を
対
象
と
し
た

各
種
医
療
扶
助
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
整
備

支
援
、
保
護
者
の
就
労
形
態
の
多
様
化
に
対
応

し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
幼
稚
園
の
認
定
こ

ど
も
園
化
の
た
め
の
園
舎
整
備
、
さ
つ
き
が
丘

小
学
校
学
童
保
育
館
と
晃
望
台
学
童
ク
ラ
ブ
の

建
て
替
え
、
高
校
3
年
生
相
当
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
6
年
度
は
、
新

規
事
業
と
し
て
、
認
可
保
育
園
等
へ
の
使
用
済

み
紙
お
む
つ
の
回
収
処
分
の
補
助
、
10
月
か
ら

は
第
2
子
保
育
料
の
無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。

少
子
化
対
策
つ
い
て
伺
う

鹿妻　武洋　議員 橋本　勝浩　議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら鹿

沼
市
の
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
等
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
案
第
9
号
　
令
和
6
年
度
鹿
沼
市
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

○
議
案
第
20
号
　
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

○
防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鹿
沼
市
立
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

（4）2024　230号



市
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
伺
う

質
　
　
問
�
�������������













　

栃
木
県
は
冬
の
死
亡
増
加
率
が
全
国
ワ
ー
ス

ト
1
位
で
す
。
急
激
な
温
度
変
化
に
よ
り
脳

卒
中
や
心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
「
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
」
の
健
康
被
害
が
大
き
い
よ
う
で
す
。

市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
に
も
防
止
対
策
に
取

り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）�������






普
及
啓
発
や
特
定
健
康
診
査
の
受
診
勧

奨
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
対
策
と
し
て
は
、
室
温

が
低
い
場
所
へ
の
移
動
の
際
に
、
衣
服
や
暖
房

器
具
を
利
用
し
、
温
度
差
を
少
な
く
す
る
こ
と

や
血
圧
測
定
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
な
ど
、

日
頃
か
ら
自
分
の
体
調
管
理
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
栃
木
県
は
、
12
月
か
ら
3
月
の
冬
場

の
月
平
均
死
亡
者
数
、
他
の
季
節
と
比
較
し

た
「
冬
季
死
亡
増
加
率
」
が
全
国
17
・
5
％
に

対
し
、
25
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
県

で
は
、
様
々
な
広
報
媒
体
を
活
用
し
て
対
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
広
報

か
ぬ
ま
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
健
康
教
室
で
の

普
及
啓
発
や
特
定
健
康
診
査
の
受
診
勧
奨
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
の
予
防
の
た
め
の
啓
発
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
市
民
部
長
）���������








早
け
れ
ば
本
年
9
月
頃
か
ら
、
実
証
実
験

な
ど
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤田　義昭　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
外
国
人
材
受
入
れ
に
関
す
る
意
向
調
査
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

○
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�������������













　

南
押
原
地
区
や
近
隣
地
区
か
ら
西
方
病
院
へ

の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
向
け
た
検
討

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

南
押
原
地
区
や
近
隣
地
区
か
ら
西
方
病
院
へ

の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
南
押
原
地
区
自
治

会
連
絡
協
議
会
か
ら
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
西
方

病
院
へ
の
乗
り
入
れ
に
関
す
る
要
望
書
」
が
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
方
病
院
か
ら
も

乗
り
入
れ
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
方
が
乗
り
入
れ
を
望
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
区
外

の
目
的
地
を
増
や
す
こ
と
で
、
乗
車
時
間
が
増

大
す
る
な
ど
、
運
行
上
の
課
題
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
要
望
等
を
踏
ま

え
る
と
、
二
次
救
急
指
定
病
院
で
あ
る
西
方
病

院
に
つ
い
て
は
、
市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が

出
来
な
い
施
設
で
あ
り
、
公
共
交
通
に
よ
る
ア

ク
セ
ス
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
実
態
を
把
握
し
、
今
後
の
運
行

の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
、
西
方
病
院
を
は

じ
め
、
関
係
各
所
と
調
整
を
図
り
、
早
け
れ
ば

本
年
9
月
頃
か
ら
、
実
証
実
験
な
ど
に
着
手
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

舘野　裕昭　議員

一般質問の
動画はこちら

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

○
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
と
南
部

地
区
の
広
域
道
路
網
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
二
次
救
急
指
定
病
院
へ
の

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
二
次
救
急
指
定
病
院
へ
の

乗
り
入
れ
に
つ
い
て
伺
う

乗
り
入
れ
に
つ
い
て
伺
う

（5） 2024　230号



質
　
　
問
�
�������������













　

口
頭
発
注
に
よ
り
工
事
が
完
了
し
、
そ
の
工

事
費
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
　
　
弁
（
行
政
経
営
部
長
）�������






工
事
費
の
支
払
い
を
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
通
常
は
あ
り
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

工
事
の
発
注
に
つ
い
て
は
、
災
害
発
生
時
等
、

緊
急
性
が
高
く
、
や
む
を
得
ず
現
場
に
て
口
頭

発
注
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、

後
日
、
両
者
に
て
発
注
内
容
を
協
議
、
精
査
を

し
、
契
約
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

通
常
の
入
札
に
基
づ
く
発
注
と
同
様
に
、
工
事

完
成
後
、
検
査
を
実
施
し
、
契
約
書
に
基
づ
い

た
事
業
者
か
ら
の
請
求
を
受
け
、
精
算
す
る
も

の
で
あ
り
、
工
事
費
の
支
払
い
を
し
な
い
と
い

う
こ
と
は
通
常
は
あ
り
得
な
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
令
和
元
年
災
害
復
旧
事

業
に
係
る
工
事
請
負
代
金
未
払
い
事
案
が
発
生

し
た
こ
と
を
受
け
、
緊
急
工
事
等
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
、
本
年
3
月
か
ら
運
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
リ
ス
ク
管
理
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
対
す
る
職
員
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、

緊
急
工
事
等
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
実
務
講
習
会
を

定
期
的
に
実
施
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
新
た
な

様
式
と
し
て
緊
急
工
事
等
発
注
協
議
書
を
作
成

し
、
事
業
者
と
の
協
議
内
容
の
記
録
及
び
組
織

内
で
の
情
報
共
有
を
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
継
続
、
徹
底
し
、
再
発
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

休
館
中
の
図
書
館
本
館
は
、
ど
の
よ
う
な
工

事
で
い
つ
か
ら
再
開
で
き
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、

今
後
の
運
営
に
対
し
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

議
論
が
あ
る
が
、
図
書
館
運
営
に
指
定
管
理
者

制
度
は
馴
染
ま
ず
、
市
が
直
営
で
運
営
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
次
長
）���������








指
定
管
理
者
制
度
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
精
査
し
た
う
え

で
導
入
し
て
い
き
た
い
。

　

図
書
館
本
館
の
工
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
空
調
設
備
の
全
面
的
な
入
れ
換
え
、

天
井
の
改
修
及
び
照
明
の
L
E
D
化
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
工
事
は
3
月
20
日
に
完
了
、
4

月
2
日
に
再
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
東
分

館
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
行
政
改

革
の
一
環
と
し
て
、
公
共
施
設
の
う
ち
、
管
理

運
営
を
民
間
事
業
者
等
で
も
担
え
る
も
の
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
推
進
し
て

お
り
、
本
館
に
つ
い
て
も
、
令
和
7
年
度
か
ら

の
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
導
入
に
当
た
り
、
司
書
等
の
配
置
を
含

め
、
指
定
管
理
者
に
委
託
で
き
る
も
の
と
、
本

市
が
直
営
と
し
て
担
う
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
他
市
の
図

書
館
等
を
参
考
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
、
よ
く
精
査
し
た
う
え
で
導
入
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鹿
沼
市
立
図
書
館
に
つ
い
て
伺
う

鹿
沼
市
立
図
書
館
に
つ
い
て
伺
う

津久井健吉　議員 阿部　秀実　議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら公

共
事
業
の
発
注
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
案
第
30
号
　
鹿
沼
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

○
第
9
期
い
き
い
き
か
ぬ
ま
長
寿
計
画
に
つ
い
て

○
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
上
下
水
道
に
つ
い
て

（6）2024　230号



市
道
９
２
２
２
号
線
に
つ
い
て
伺
う

質
　
　
問
�
�������������













　

市
道
９
２
２
２
号
線
は
バ
イ
パ
ス
道
路
と
し

て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
交
通
量
が
非
常
に
多
く
、

路
面
の
痛
み
が
大
変
目
立
っ
て
い
る
。
地
域
住

民
か
ら
も
舗
装
改
修
の
要
望
が
あ
る
が
、
工
事

の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
都
市
建
設
部
長
）�������






本
年
1
月
、
施
工
延
長
74
メ
ー
ト
ル
の
舗

装
改
修
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

　

本
路
線
は
、
県
道
宇
都
宮
楡
木
線
の
楡
木
小

学
校
入
口
交
差
点
か
ら
、
南
保
育
園
や
、
鹿
沼

市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
、
通
称
「
鹿
沼

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
の
西
側
を
南
下
し
、
磯
町
地

内
で
国
道
352
号
へ
接
続
す
る
市
道
で
す
。
職
員

が
行
っ
た
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
南
保
育

園
入
口
付
近
の
舗
装
老
朽
化
の
進
行
が
確
認
さ

れ
た
た
め
、
本
年
1
月
、
施
工
延
長
74
メ
ー
ト

ル
の
舗
装
改
修
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。
来
年

度
以
降
も
、
舗
装
老
朽
化
の
進
行
が
確
認
さ
れ

た
箇
所
か
ら
、
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

橋本　修　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
災
害
時
の
鹿
沼
市
の
対
応
に
つ
い
て

○
市
内
温
泉
入
浴
施
設
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�������������













　

10
年
前
と
比
較
し
た
本
市
の
農
業
の
現
状
と

将
来
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
長
）�����������










令
和
7
年
3
月
ま
で
に
地
域
計
画
を
策

定
す
る
予
定
で
あ
り
、
策
定
後
は
各
地
域

の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
農
業
の
振
興

を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
2
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、

農
家
数
は
10
年
前
と
比
較
し
て
1
千
48
戸
減
少

し
、
農
業
従
事
者
数
も
3
千
313
人
減
少
し
て
い

ま
す
。
認
定
農
業
者
の
平
均
年
齢
は
、
55
歳
か

ら
61
歳
に
上
昇
、
耕
作
放
棄
地
面
積
も
48
・
2

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
91
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
増
加

す
る
な
ど
、
担
い
手
不
足
の
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
が
行
っ
た
農
地
利
用

に
関
す
る
意
識
調
査
に
お
け
る
10
年
後
の
意
向

で
は
、「
貸
し
た
い
」
ま
た
は
「
売
り
た
い
」

と
考
え
て
い
る
面
積
は
、
農
地
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
農
地
の
3
割
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

調
査
結
果
か
ら
も
、
所
有
者
が
耕
作
で
き
な
い

農
地
が
増
加
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
国
で

は
、
農
地
の
集
積
・
集
約
を
進
め
る
べ
く
、
農

用
地
利
用
の
将
来
図
を
表
し
た
地
域
計
画
の
策

定
を
義
務
化
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、

現
在
、
旧
村
単
位
を
基
本
と
し
た
地
域
計
画
を

策
定
す
る
た
め
、
市
街
化
区
域
を
除
く
市
内
全

域
で
、
地
域
の
農
業
者
を
中
心
と
し
た
話
し
合

い
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
は
令
和
7
年
3
月

ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
策
定
後
は
、

計
画
に
示
す
各
地
域
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け

た
農
業
の
振
興
を
図
って
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

駒場　久和　議員

一般質問の
動画はこちら 本

市
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
伺
う
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質
　
　
問
�
�������������













　

新
鹿
沼
駅
周
辺
に
つ
い
て
、
高
校
生
か
ら
は

「
学
習
ス
ペ
ー
ス
や
く
つ
ろ
ぐ
場
所
が
欲
し
い
」。

来
訪
者
か
ら
は「
鹿
沼
の
特
産
物
を
買
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る
。
鹿
沼
市
の
玄
関
口
で

あ
る
新
鹿
沼
駅
前
周
辺
の
再
開
発
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
　
弁
（
市
長
）�����������










関
係
団
体
等
の
協
議
会
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
新
鹿
沼
駅
前
周
辺
の
活
性
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

東
武
新
鹿
沼
駅
は
、
本
市
の
主
要
な
玄
関
口

の
一
つ
で
あ
り
、
市
の
第
一
印
象
を
感
じ
さ
せ

る
重
要
な
場
所
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
周
辺
の

環
境
整
備
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
高

校
生
等
が
集
え
る
場
や
人
々
が
く
つ
ろ
げ
る
商

業
施
設
、
飲
食
店
等
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
、

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
駅
前
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
て
、

今
年
1
月
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
と
の
共
催
で

「
い
ち
ご
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
、
新
鹿
沼
駅

の
い
ち
ご
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
、「
い
ち
ご
Ｓ
Ｌ
大

樹
ふ
た
ら
」
の
特
別
運
行
な
ど
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
駅
前
の

再
開
発
に
関
し
て
は
、
現
在
、
観
光
誘
客
を
メ

イ
ン
と
し
た
民
間
の
動
き
が
あ
り
、
鹿
沼
相
互

信
用
金
庫
や
関
係
団
体
等
で
構
成
す
る
協
議
会

の
立
上
げ
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
当
協
議
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
新
鹿
沼
駅

前
周
辺
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

鹿
沼
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
閉
場
に
向
け

て
、
現
在
の
進
捗
状
況
と
、
閉
場
後
の
仕
入
れ

業
者
や
生
産
農
家
へ
の
具
体
的
支
援
の
検
討
状

況
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
閉
場
後
の
跡

地
利
用
の
検
討
状
況
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答
　
　
弁
（
市
長
）�����������










跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
民
間
活
力
の

導
入
を
視
野
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
場
を
利
用
し
て
い
る
方
々
の
閉
場
に
よ
る

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、
ま
ず
は
現
状

や
課
題
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
年

度
は
、
出
荷
さ
れ
て
い
る
方
々
や
、
仕
入
れ
て

い
る
方
々
に
対
し
、
閉
場
に
当
た
り
意
向
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
閉
場
後
の
具
体
的
支
援
に

つ
い
て
は
、
出
荷
者
、
買
受
人
と
も
に
「
取
引

先
の
変
更
を
考
え
て
い
る
方
」、「
今
回
を
き
っ

か
け
に
廃
業
を
考
え
て
い
る
方
」
な
ど
、
様
々

で
あ
り
、
今
後
は
個
別
に
要
望
等
を
お
聞
き
す

る
な
ど
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

施
設
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
現
時
点
で
は
市
と

し
て
再
整
備
し
、
活
用
す
る
方
針
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
敷
地
は
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
、

利
活
用
に
は
関
係
法
令
と
の
調
整
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
整
理
、
解
決

し
な
が
ら
、
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
今
後
、

民
間
活
力
の
導
入
を
視
野
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

鹿
沼
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
閉
場
に
つ
い
て
伺
う

大貫　毅　議員 仲田　知史　議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら新

鹿
沼
駅
前
周
辺
の
再
開
発
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
計
画
に
つ
い
て

○
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

○
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
令
和
6
年
度
の
新
規
事
業
に
つ
い
て

○
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
被
災
地
へ
の
支
援
に

つ
い
て

（8）2024　230号



当
市
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
伺
う

当
市
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
伺
う

質
　
　
問
�
�������������













　

ま
ち
の
発
展
、
住
民
の
負
担
の
軽
減
の
た
め
、

都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
自
治
体
も

あ
る
が
、
当
市
の
都
市
計
画
税
の
税
率
と
課
税

の
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
行
政
経
営
部
長・総
合
政
策
部
長
）

本
市
の
税
率
は
100
分
の
0.3
を
採
用
。
都

市
計
画
事
業
実
施
の
た
め
の
貴
重
な
財
源

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て

行
う
都
市
計
画
事
業
、
又
は
土
地
区
画
整
理
法

に
基
づ
い
て
行
う
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要

す
る
費
用
に
、
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
目
的

税
で
す
。
本
市
の
税
率
は
、
地
方
税
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
制
限
税
率
と
同
率
の
100
分
の
0.3
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
税
の
根
拠
に
つ

い
て
は
、
地
方
税
法
第
702
条
第
1
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
鹿
沼
市
都
市
計
画
税
条
例
を
制
定
し
、

本
市
が
実
施
す
る
都
市
計
画
事
業
等
の
充
当
財

源
と
し
て
、
計
画
区
域
の
う
ち
市
街
化
区
域
に

所
在
す
る
土
地
及
び
家
屋
に
対
し
て
課
税
す
る

も
の
で
あ
り
、
本
市
の
都
市
計
画
事
業
の
実
施

の
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。

鈴木　毅　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
当
市
の
情
報
漏
洩
に
つ
い
て

○
市
街
化
調
整
区
域
の
建
築
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�������������













　

花
木
セ
ン
タ
ー
の
道
の
駅
化
事
業
に
は
採
算

性
や
集
客
の
観
点
で
懸
念
が
あ
る
が
、
中
止
せ

ず
推
進
す
る
な
ら
ば
、
独
居
高
齢
者
が
自
宅
で

入
浴
す
る
よ
り
も
安
心
安
全
で
、
か
つ
水
道
光

熱
費
の
節
約
に
も
資
す
る
サ
ウ
ナ
等
を
備
え
た

温
浴
施
設
を
設
置
す
る
べ
き
。

答
　
　
弁
（
総
合
政
策
部
長
）�������






花
木
セ
ン
タ
ー
へ
の
温
浴
施
設
の
新
設
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

花
木
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
50
年
の
開
設
以
来
、

緑
花
木
産
業
の
振
興
、
流
通
拠
点
、
ま
た
、
サ

ツ
キ
の
メ
ッ
カ
と
い
わ
れ
る
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
施

設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
は
経
済
情
勢
の
変
化
を
は
じ
め
、
施

設
の
老
朽
化
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
来
場
者
数
や
売
上
額
が
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
道
の
駅
化
事
業
は
、
議
会
か
ら
の
「
道

の
駅
」
整
備
の
要
望
な
ど
も
踏
ま
え
、
将
来
的

な
道
の
駅
への
登
録
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
花

木
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に
向
け
た
リ
ニュー
ア
ル

と
併
せ
、
経
営
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。
サ
ウ
ナ
等
の
温
浴
施
設
を
花
木
セ

ン
タ
ー
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
要
望
や
提

案
は
受
け
て
お
ら
ず
、
新
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
本
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ス
ノ
ー
ピ
ー

ク
鹿
沼
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
＆
ス
パ
に
は
、
サ
ウ

ナ
や
露
天
風
呂
を
備
え
た
温
泉
施
設
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
市
民
の
皆
様
に
も
大
い
に
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐藤　誠　議員

一般質問の
動画はこちら

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
」
に
つ
い
て

○
「
住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
つ
い
て

○
「
市
政
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
つ
い
て

道
の
駅
と
サ
ウ
ナ
に
つ
い
て
伺
う

（9） 2024　230号



質
　
　
問
�
�������������













　

ダ
ム
完
成
後
、
緊
急
放
流
時
に
お
け
る
下
流

住
民
等
へ
の
連
絡
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
る
か
伺
う
。

答
　
　
弁
（
総
合
政
策
部
長
）�������






必
要
な
情
報
を
多
様
な
方
法
で
発
信
す

る
と
と
も
に
、
ダ
ム
管
理
者
の
水
資
源
機

構
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

南
摩
ダ
ム
の
目
的
の一つ
で
あ
る
洪
水
調
節
機
能

は
、
ダ
ム
地
点
に
お
い
て
100
年
に
1
回
の
確
率
で

起
こ
る
よ
う
な
大
洪
水
時
の
水
量
調
節
を
可
能

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ダ
ム
が
満
水
に
近
づ

く
よ
う
な
想
定
を
超
え
る
異
常
洪
水
時
に
は
、
ダ

ム
の
決
壊
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
上
流
か
ら
ダ
ム

に
入
って
く
る
水
と
同
量
の
水
を
そ
の
ま
ま
下
流

の
河
川
に
流
す
「
緊
急
放
流
」
が
行
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
水
資
源
機
構

で
は
、
関
係
自
治
体
や
消
防
、
警
察
等
の
関
係

機
関
へ
通
知
し
、
ダ
ム
地
点
に
設
置
す
る
警
報
設

備
に
よ
る
音
声
放
送
や
サ
イ
レ
ン
、
下
流
域
に
つ

い
て
は
警
報
車
に
よ
る
巡
視
を
行
う
計
画
と
さ
れ

て
お
り
、
詳
細
は
、
今
後
関
係
機
関
等
と
協
議

の
上
で
決
定
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
市

で
も
、
緊
急
放
流
の
情
報
が
入
り
次
第
速
や
か

に
、
防
災
情
報
ア
プ
リ
や
防
災
情
報
メ
ー
ル
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
鹿
沼

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
、
多
様
な
方
法
で
発
信
す

る
と
と
も
に
、
下
流
住
民
等
への
周
知
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
ダ
ム
管
理
者
で
あ
る
水
資
源
機

構
と
連
携
を
図
って
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

鹿
沼
市
の
西
部
地
域
で
は
、
産
業
誘
致
に
必

要
な
耕
作
放
棄
地
、
遊
休
農
地
及
び
開
発
可
能

な
林
地
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
当
地
域
か
ら
の

人
口
流
出
防
止
や
雇
用
の
確
保
と
市
の
財
政
基

盤
の
強
化
も
図
れ
る
と
考
え
る
が
、
当
地
域
の

将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
示
せ
。

答
　
　
弁
（
市
長
）�����������










農
業
、
林
業
等
の
1
次
産
業
を
振
興
し
、
新

規
就
農
者
や
移
住
者
の
定
住
促
進
及
び
企
業

等
の
農
業
参
入
等
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　

西
部
地
域
は
第
8
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、

1
次
産
業
資
源
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の

確
保
、
食
を
支
え
る
生
産
基
盤
の
保
存
、
活
用

を
図
る
エ
リ
ア
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に

は
、
農
業
、
林
業
等
の
1
次
産
業
を
振
興
し
、

新
規
就
農
者
や
移
住
者
の
定
住
促
進
及
び
企
業

等
の
農
業
参
入
等
を
促
し
て
い
き
ま
す
。
一
方

で
、
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
用
地
に
つ
い

て
は
、
農
地
法
等
の
法
規
制
を
考
慮
し
つ
つ
、

で
き
る
限
り
新
た
な
産
業
の
誘
致
に
も
努
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
4
月
に
は
「
ス
ノ
ー
ピ
ー

ク
鹿
沼
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
＆
ス
パ
」
が

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
を
拠
点
に
回

遊
が
期
待
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

産
業
誘
致
の
今
後
つ
い
て
伺
う

横尾　武男　議員 大貫　桂一　議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら南

摩
ダ
ム
下
流
域
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

○
教
育
環
境
に
つ
い
て

○
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

○
木
材
の
利
活
用
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
元
気
な
町
づ
く
り
に
つ
い
て

○
い
ち
ご
市
鹿
沼
に
つ
い
て

○
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

○
佐
藤
市
長
4
期
16
年
の
実
績
と
評
価
、
及
び
鹿

沼
市
の
今
後
に
つ
い
て

「全会一致（出席議員全員が賛成）」以外の議案等における、各議員の賛否は以下のとおりです。
議員数24名、議長は表決には加わりません。賛成：○、反対：●、棄権：－、除斥：除、欠席：欠

※その他の議案44件、議員案2件は全会一致で可決されました。

市長提出議案 45件、議員案 2件が提出されました。また、陳情 1件を審査しました。

議員の賛否を公表
令和 6年第 1回定例会

議案等一覧

件名番号

令和6年度鹿沼市国民健康保険特別
会計予算について

議案
３号

新型コロナワクチンの副反応報告
の件数　予防接種健康被害救済制
度の周知徹底、申請、認定件数の
公表を求める陳情

陳情
１号

採
決
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● 　 ● ● ● ● ● ●

可
決

議 

長不
採
択

1 

鹿
妻 

武
洋

2 

仲
田 

知
史

3 

橋
本 

勝
浩

4 

早
川 

勝
弘

5 

駒
場 

久
和

6 

舩
生 

雅
秀

7 

橋
本 

修

8 

藤
田 

義
昭

9 

梶
原 

隆

10 

宇
賀
神 

敏

11 

大
貫 

桂
一

12 

石
川 

さ
や
か

13 

鈴
木 

毅

14 

阿
部 

秀
実

15 

佐
藤 

誠

16 

舘
野 

裕
昭

17 

大
貫 

毅

18 

谷
中 

恵
子

19 

津
久
井 

健
吉

20 

小
島 

実

21 

増
渕 

靖
弘

22 

横
尾 

武
男

23 

関
口 

正
一

24 

大
島 

久
幸
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「全会一致（出席議員全員が賛成）」以外の議案等における、各議員の賛否は以下のとおりです。
議員数24名、議長は表決には加わりません。賛成：○、反対：●、棄権：－、除斥：除、欠席：欠

※その他の議案44件、議員案2件は全会一致で可決されました。

市長提出議案 45件、議員案 2件が提出されました。また、陳情 1件を審査しました。

議員の賛否を公表
令和 6年第 1回定例会

議案等一覧

件名番号

令和6年度鹿沼市国民健康保険特別
会計予算について

議案
３号

新型コロナワクチンの副反応報告
の件数　予防接種健康被害救済制
度の周知徹底、申請、認定件数の
公表を求める陳情

陳情
１号

採
決
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● 　 ● ● ● ● ● ●

可
決

議 

長不
採
択

1 

鹿
妻 

武
洋

2 

仲
田 

知
史

3 

橋
本 

勝
浩

4 

早
川 

勝
弘

5 

駒
場 

久
和

6 

舩
生 

雅
秀

7 

橋
本 

修

8 

藤
田 

義
昭

9 

梶
原 

隆

10 

宇
賀
神 

敏

11 

大
貫 

桂
一

12 

石
川 

さ
や
か

13 

鈴
木 

毅

14 

阿
部 

秀
実

15 

佐
藤 

誠

16 

舘
野 

裕
昭

17 

大
貫 
毅

18 
谷
中 
恵
子

19 
津
久
井 

健
吉

20 
小
島 

実

21 

増
渕 

靖
弘

22 

横
尾 

武
男

23 

関
口 

正
一

24 

大
島 

久
幸

専
決
処
分
事
項

議案1	 令和5年度鹿沼市一般会計補正予算（第10号）
について

　歳入については、国庫支出金の増額を計上し、歳
出については、物価高騰緊急支援給付金給付事業費
の増額を計上したもので、この補正額を3億 8,475
万円の増とし、予算総額を452億 6,618万 7,000円
とするものです。

令
和
6
年
度
当
初
予
算

議案2	 令和6年度鹿沼市一般会計予算について
　予算は、408億 8,000万円、対前年度比2.1％減で、
時代の変革に合わせ、子どもへの投資、DXの推進な
ど未来につながるまちづくりを重点的に推進する「未
来投資型予算」とするものであり、全ての子どもが
安心して成長できるまちづくり、子どもたちが安心
して学べる学校教育環境の充実、時代の要請に応え
るDXの推進、安全安心な暮らしを守る道路の整備、
外国人に優しいまちづくりの推進、地域防災体制の
強化を図る防災機能の充実、消費を促す物価高騰対
策の推進、大芦川流域における観光公害対策の推進、
ダム周辺地域の振興、新たな産業団地の整備、花木
センター「道の駅」化の推進に重点的に取り組むほ
か、新規事業として、多様化する相談業務に対応す
るための「福祉まるごと相談室」設置、消防団員の
自動車準中型運転免許取得支援、前日光つつじの湯
交流館リニューアル事業、予防接種事業の拡充、ス
ポーツ施設の多用途化に向けた環境整備、市営住宅
の整備、耐震診断の促進、住家被害認定調査員の育成、
介護保険施設の整備、在宅介護手当の拡充、合葬墓
の整備などに係る経費を計上し、教育、福祉の充実
や都市基盤の整備促進を図るものです。

議案3	 令和6年度鹿沼市国民健康保険特別会計予算
について

　予算総額を96億 600万円とするものです。

議案4	 令和6年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費特
別会計予算について

　予算総額を1,200万円とするものです。

令
和
6
年
度
当
初
予
算

議案5	 令和6年度鹿沼市介護保険特別会計予算につ
いて

　予算総額を85億 5,400万円とするものです。

議案6	 令和6年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計予
算について

　予算総額を13億 8,700万円とするものです。

議案7	 令和6年度鹿沼市粕尾財産区特別会計予算に
ついて

　予算総額を19万 1,000円とするものです。

議案8	 令和6年度鹿沼市清洲財産区特別会計予算に
ついて

　予算総額を133万 4,000円とするものです。

議案9	 令和6年度鹿沼市水道事業会計予算について
　収益的収入の総額を15億 5,004万円、収益的支
出の総額を15億 4,477万 6,000円計上し、資本的
収入の総額を15億 180万 4,000円、資本的支出の
総額を22億 7,361万 3,000円計上するものです。

議案10	令和6年度鹿沼市下水道事業会計予算について
　収益的収入の総額を25億 7,775万 2,000円、収
益的支出の総額を24億 401万円計上し、資本的収
入の総額を6億 5,732万 8,000円、資本的支出の総
額を15億 7,259万 2,000円計上するものです。

令
和
5
年
度
補
正
予
算

議案11	令和5年度鹿沼市一般会計補正予算（第11号）
について

　歳入については、地方交付税、国県支出金等の増
減額を計上し、歳出については、各事業の実績等に
基づくもののほか、減債基金積立金、施設型給付・
地域型保育給付等事業費、こども医療対策事業費等
の増減額を計上したもので、この補正額を2,928万
6,000円の増とし、予算総額を452億9,547万3,000
円とするものです。
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議案第2号、議案第3号において討論が行われました。各討論の概要は以下のとおりです。議案等に対する討論

請願・陳情はこんな方法で

　請願・陳情とは、市政全般について議会に善処を要望す
ることです。議員の紹介があるものを請願、ないものを陳情と
言います。
　請願・陳情は、議会において採択の可否を審査します。
ただし、陳情は、その内容等によっては請願に準ずる審査等
をしない場合があります。
　請願・陳情に関することは、議会事務局（℡63－2203）
までお問い合わせください。

［請願・陳情の提出要領］
A4 判、署名または記名押印して提出してください。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

令
和
5
年
度
補
正
予
算

議案12	令和5年度鹿沼市国民健康保険特別会計補正
予算（第2号）について

　補正額を1,837万 6,000円の増とし、予算額を99
億 3,643円とするものです。

議案13	令和5年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第2号）について

　補正額を849万 5,000円の減とし、予算額を13
億 2,790万 9,000円とするものです。

損
害
賠
償

議案14	損害賠償の額の決定及び和解について
　損害賠償の額149万 646円を支払い、和解するた
めのものです。

そ
の
他

議案15	辺地に係る総合整備計画の変更について
　令和4年3月 22日議案第17号として議決を得た
入・中粟野辺地に係る総合整備計画について、辺地
における計画事業の変更を行うためのものです。

契
　
約

議案16	工事請負契約の変更について
　令和4年9月 26日議案第71号として議決を得た
水源地域振興拠点施設敷地造成工事について、その
後一部設計変更により2億3,479万 5,000円となる
ので、契約の金額を変更するためのものです。

議案17	工事請負契約の変更について
　令和5年3月 20日議案第14号として議決を得た
水源地域振興拠点施設新築工事について、その後一
部設計変更により14億 573万 4,000円となるので、
契約の金額を変更するためのものです。

議案18	物品購入契約の締結について
　鹿沼市粟野地区学校給食共同調理場食器・食缶洗
浄機購入に係る指名競争入札を去る令和5年 12月
26日に行い、その結果、日本調理機株式会社栃木営
業所が4,290万円で落札したので、本契約を締結す
るためのものです。

市
　
道

議案19	市道路線の認定について
　村井町、上殿町、緑町2丁目、幸町1丁目及び茂
呂地内における開発行為並びに上南摩町地内におけ
る水源地域振興拠点施設整備事業により新たに築造
された道路を市道として認定するためのものです。

議案20	市道路線の廃止について
　道路としての利用に供しない市道を廃止するため
のものです。

議案21	市道路線の変更について
　上南摩町地内における水源地域振興拠点施設整備
事業に伴い、関係する市道の起点及び終点を変更す
るためのものです。

条
　
例

議案22	鹿沼市手数料条例の一部改正について
　戸籍法の一部改正に伴い、本籍地に限られていた戸
籍謄本等の請求が全国の市区町村において可能となる
ことから、地方公共団体の手数料の標準に関する政令
に合わせて、その手数料の額を定めるためのものです。

議案23	鹿沼市行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律施行条例
の一部改正について

　行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、用語の
整理等を行うためのものです。

条
　
例

議案24	鹿沼市職員の勤務時間、休日及び休暇に関す
る条例の一部改正について

　人事院規則の一部改正に準じ、職員の夏季休暇の
取得可能期間を拡大するためのものです。

議案25	鹿沼市会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例等の一部改正について

　地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任用職員
に勤勉手当を支給するためのものです。

議案26	退職手当の支給事務等を栃木県市町村総合事
務組合において共同処理することに伴う関係
条例の整理に関する条例の制定について

　令和6年 4月 1日から本市が退職手当支給事務等
を共同処理することに伴い、関係する条例の廃止等
を行うためのものです。

議案27	鹿沼市手数料条例の一部改正について
　関係法令の一部改正に伴い、既存不適格建築物の
敷地の接道に対する適用除外認定申請手数料等の新
設及び浮き屋根式特定屋外タンク貯蔵所等の設置の
許可申請に対する審査手数料の額の改定を行うため
のものです。

議案28	鹿沼市適応指導教室条例の一部改正について
　適応指導教室の名称を変更するとともに、設置の
目的に関する規定を見直すためのものです。

議案29	鹿沼市学童保育館条例の一部改正について
　さつきが丘小学校学童保育館の改築に伴い、位置
の変更を行うためのものです。

議案30	鹿沼市介護保険条例の一部改正について
　介護保険法施行令等の改正に伴い、令和6年度か
ら令和8年度までの介護保険料の額等を定めるため
のものです。

議案31	鹿沼市都市農村交流施設条例の一部改正について
　令和6年 3月末をもって、永野都市農村交流館を
廃止するためのものです。

議案32	鹿沼市前日光あわの山荘条例の廃止について
　令和6年 3月末をもって、前日光あわの山荘を廃
止するためのものです。

議案33	鹿沼市市営住宅条例等の一部改正について
　栃木県における公営住宅への子育て世帯の優先的
な入居の取組に準じて、市営住宅への優先入居に関
する規定を見直すとともに、市営住宅、市営従業員
用住宅及び市営若年勤労者用住宅の入居時の家賃債
務保証制度の利用を可能にするためのものです。

議案34	鹿沼市みちの休憩所条例の一部改正について
　新たに草久地内に白井平みちの休憩所を設置する
ためのものです。

議案35	鹿沼市上下水道事業経営委員会条例の制定について
　水道事業及び下水道事業の安定的な事業経営を図
るため、鹿沼市上下水道事業経営委員会を設置する
ためのものです。

人
　
事

議案36〜37　人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員（候補者）　※敬称略
　小太刀　見代子　（こだち　みよこ・西茂呂3丁目）
　田谷　啓子　（たや　けいこ・千渡）
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議案第2号、議案第3号において討論が行われました。各討論の概要は以下のとおりです。議案等に対する討論

請願・陳情はこんな方法で

　請願・陳情とは、市政全般について議会に善処を要望す
ることです。議員の紹介があるものを請願、ないものを陳情と
言います。
　請願・陳情は、議会において採択の可否を審査します。
ただし、陳情は、その内容等によっては請願に準ずる審査等
をしない場合があります。
　請願・陳情に関することは、議会事務局（℡63－2203）
までお問い合わせください。

［請願・陳情の提出要領］
A4 判、署名または記名押印して提出してください。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

人
　
事

議案38〜42	 鹿沼市情報公開・個人情報保護審査会委
員の委嘱について

情報公開・個人情報保護審査会委員　※敬称略
　吉野　徹　（よしの　とおる・宇都宮市）
　杉原　弘修　（すぎはら　ひろのぶ・宇都宮市）
　坂井　忍　（さかい　しのぶ・坂田山4丁目）
　柏木　敬子　（かしわぎ　けいこ・上大久保）
　鈴木　節也　（すずき　せつや・磯町）

令
和
6
年
度
補
正
予
算

議案43	令和6年度鹿沼市一般会計補正予算（第1号）
について

　歳入については、国庫支出金及び市債の増減額を
計上し、歳出については、物価高騰緊急支援給付金
給付事業費、校舎等施設整備事業費等の増減額を計
上したもので、この補正額を7億 5,360万 9,000円
の増とし、予算総額を416億 3,360万 9,000円とす
るものです。

令
和
5
年
度
補
正
予
算

議案44	令和5年度鹿沼市一般会計補正予算（第12号）
について

　歳入については、国庫支出金及び市債の増額を計
上し、歳出については、地域生活支援事業費、校舎
等施設整備事業費及び予備費の増減額を計上したも
ので、この補正額を2億9,695万 9,000円の増とし、
予算総額を455億9,243万2,000円とするものです。

●議案第2号　令和6年度鹿沼市一般会計予算について
　 賛成討論 　大島久幸　議員
　令和6年度予算案は、国際紛争に起因する物価高騰で停滞した市民生活や地域経済の再生を図りながら、少子化やDXの
推進などの社会的な課題に対応するため408億 8000万円、過去5番目に大きい予算です。人口減少問題、教育環境の整備、
経済活性化、行政手続きのデジタル化、インフラの長寿命化、企業誘致・雇用対策、「スノーピーク鹿沼キャンプフィール
ド＆スパ」に代表される観光振興支援に加え、市民の健康福祉事業をしっかり盛り込み、10年後さらにその先を見据えた「持
続可能なまちづくり」の予算であり、賛成するものです。

●議案第3号　令和6年度鹿沼市国民健康保険特別会計予算について
　 反対討論 　阿部秀実　議員
　国民健康保険制度は市民の健康の保持と福祉の増進に大きく寄与している大切な制度であり、国保事業そのものに対する
議案としては賛同できるが、高くて払うのが大変と言う多くの声が溢れているのも事実。特に国保税の均等割は世帯の一人
一人に賦課されるため、子どもの数が多いほど国保税が高くなる。今、あらゆる角度から子育て支援策の構築を進める鹿沼
市にしていただきたく、令和6年度から子どもの均等割免除での子育て支援を進めるべきであり、国保全体の制度には賛
成するものの、子育て応援の立場から、議案に反対する。

条
　
例

議案45	鹿沼市税条例の一部改正について
　地方税法の一部改正に伴い、令和6年能登半島地
震災害により生じた住宅、家財等の資産の損失に係
る雑損控除を、令和6年度分の個人の市民税に適用
する特例を定めることにより、被災者の負担の軽減
を図るためのものです。

議
員
案

議員案1　予算特別委員会の設置について
　特別委員会を設置するためのものです。

議員案2　認知症との共生社会の実現を求める意見書
の提出について

　地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出
するためのものです。

陳
　
情

陳情1	 新型コロナワクチンの副反応報告の件数　予
防接種健康被害救済制度の周知徹底、申請、認
定件数の公表を求める陳情

　新型コロナウイルスワクチンの副反応報告の件数
などの公表や予防接種健康被害救済制度のさらなる
周知を求めるものです。
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意見書を提出しました。

表紙の写真を募集しています !

　議会だより「あなたと議会」は、年４回の定例号と新年の特別号、そのほか臨時号を発行し、市民配布
や議会ホームページで公開をしています。皆様により親しんでもらえる議会だよりを目指し、表紙を飾る
写真を市民の皆様から募集しています。

募集要項
テ ー マ：鹿沼市の風景や行事・イベントなど
応 募 先：鹿沼市議会事務局
応募方法：応募用紙に必要事項を記入し、データ写真の場合は電子メール又は直接持参、
　　　　　プリント写真の場合は郵送又は直接持参のいずれかの方法でご提出ください。
　※「応募用紙」や「応募期限」については、議会ホームページからご確認ください。

注意事項
・応募者自身に著作権のある未発表のもの、また被写体が人物や個人の所有物の場合
は承諾を得たものに限ります。応募作品に関する著作権、肖像権等の問題が発生し
た場合は、その責任及び解決はすべて応募者に帰属するものとします。
・応募作品は、無償で鹿沼市議会が使用することに許諾したものとします。また、必要
によりトリミング処理等を行うことや、複数作品を同時に掲載する場合があります。
・その他注意事項は、議会ホームページや応募用紙をご確認ください。

厚生労働大臣、財務大臣、総務大臣あてに意見書を提出しました。

　　■議員案第2号　認知症との共生社会の実現を求める意見書の提出について

認知症との共生社会の実現を求める意見書

　認知症の高齢者が2025年には約700万人になると想定されている現実に対して、認知症の人が尊
厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができるよう、認知症施策を総合的かつ計画的に推進するた
めの、共生社会の実現を推進する認知症基本法が先の国会で成立した。現在、政府において、認知症
と向き合う「幸齢社会」実現会議において、認知症の本人及びその家族をはじめ、認知症に関わる様々
な方々から幅広い意見を聴きながら、認知症基本法の施行に先立っての方針を取りまとめている。
　今こそ、認知症の人を含めた国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互に人格と個性を
尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある社会（＝共生社会）の実現をという目的に向かって、認
知症施策を国と地方が一体となって進めて行くときである。
　私たちが目指す共生社会とは、誰もが認知症になる可能性がある中で、生活上の困難が生じた場合
でも、重症化を予防しつつ持てる力を生かしながら、周囲や地域の理解と協力の下、本人が希望を持っ
て地域の中で尊厳が守られ、自分らしく暮らし続けることができる社会である。よって政府に対して、
認知症との共生社会の実現に必要な予算措置も含め、行政の体制を一層強化させ、一刻も早い認知症
との共生社会を、各地域で実現することを強く求める。

記

一、認知症基本法の円滑な施行に総力を
　昨年6月に成立した「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」の施行に向け、立法の趣旨
を踏まえ、円滑な施行に向け、施行後に設置する「認知症施策推進本部」をはじめとする準備に万全
を期すこと。特に、認知症の本人が、自身が認知症であることを隠すことなく、朗らかに日常を続け
られる様に、認知症に対する偏見や差別を解消するため、古い常識の殻を破り、基本的人権に根差し
た希望のある新しい認知症観の確立のために、省庁横断的かつ総合的な取り組みの推進に総力を挙げ
ること。

一、地方自治体への支援の強化
　地方自治体における都道府県認知症施策推進計画・市町村認知症施策推進計画の策定において、今
までの延長ではなく、共生社会の実現に向けた統合的かつ連続的な計画の策定を可能にする専門人材
の派遣など、適切な支援を行うこと。また、各自治体が主体的に実効性の高い施策を自在に展開する
ために、自由度の高い事業展開と予算措置のあり方を検討すること。

一、地方自治体の組織体制の強化
　地域住民に対する法の理念等の普及啓発、安心・安全な地域づくりの推進等、共生社会の実現を推
進する取り組みを、部門間の縦割りをなくして総合的かつ継続的に推進すること。また、各自治体の
施策を適切かつ的確に展開するために、認知症の本人が企画から評価まで参画できる体制の整備を検
討すること。

一、認知症の人の働きたいというニーズを叶える労働環境の整備
　認知症の人の働きたいというニーズを叶える環境整備も重要である。若年性認知症の人、その他の
認知症の方々の就労や社会参画を支える体制整備を進めるとともに、働きたい認知症の人の相談体制
を充実し、認知症と診断されても、本人の状態に応じて、社会の一員として安心して生活できる事業
者も含めた社会環境を整備すること。
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意見書を提出しました。

表紙の写真を募集しています !

　議会だより「あなたと議会」は、年４回の定例号と新年の特別号、そのほか臨時号を発行し、市民配布
や議会ホームページで公開をしています。皆様により親しんでもらえる議会だよりを目指し、表紙を飾る
写真を市民の皆様から募集しています。

募集要項
テ ー マ：鹿沼市の風景や行事・イベントなど
応 募 先：鹿沼市議会事務局
応募方法：応募用紙に必要事項を記入し、データ写真の場合は電子メール又は直接持参、
　　　　　プリント写真の場合は郵送又は直接持参のいずれかの方法でご提出ください。
　※「応募用紙」や「応募期限」については、議会ホームページからご確認ください。

注意事項
・応募者自身に著作権のある未発表のもの、また被写体が人物や個人の所有物の場合
は承諾を得たものに限ります。応募作品に関する著作権、肖像権等の問題が発生し
た場合は、その責任及び解決はすべて応募者に帰属するものとします。
・応募作品は、無償で鹿沼市議会が使用することに許諾したものとします。また、必要
によりトリミング処理等を行うことや、複数作品を同時に掲載する場合があります。
・その他注意事項は、議会ホームページや応募用紙をご確認ください。

14ページの意見書の続き

一、認知症の方を抱える「ご家族」への支援体制の拡充
　独居や高齢者のみ世帯が急増する中で、一つの事業所で相談から訪問介護、通所、ショートステイ
まで、一人一人の状態の変化に応じて継続的に対応できるオール・イン・ワンの介護保険サービスを
24時間365日提供する小規模多機能型居宅介護サービス事業について、見守り体制の整備も含めて
拡充すること。

一、身寄りのない方にも柔軟に寄り添い支える社会の構築
　身寄りのない方を含め、認知症になったとしても、その状態に応じて、安全に安心して生活が出来
る社会環境の構築に向け、一人一人の意思を最大限に尊重し総体的かつ柔軟に寄り添い支える、成年
後見制度や身元保証等のあり方について現状の課題を整理し検討を進めること。また、住まいに課題
を抱える方々に対する総合的な相談対応、一貫した支援を行う実施体制を整備すること。

一、認知症に関する基本事項を繰り返し国民が学べる環境の整備
　すべての国民が正しく認知症に向き合う社会環境を整えるために、認知症発症予防から人生の最終
段階まで、認知症の容態に応じ、相談先や、いつ、どこで、どのような医療・介護サービス・地域支
援を受けることが出来るのか（認知症ケアパス）、更に認知症の人を支える周囲の人における意思決
定支援の基本的考え方や姿勢、方法、驚かせない !急がせない !自尊心を傷つけない !など配慮すべき
事柄等（認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン）を、繰り返し国民が
学べる環境を整備すること。
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会 議会だよりは、デイジー版（音訳CD）及び点訳版も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。
（電話　63－2203）

表紙写真の募集

定例会の日程

「求められる地方議会の在り方」特別研修を実施しました

認知症サポーター養成講座を受講しました

題字の揮ごう

◆題字書写リレー!!◆
　今号は鹿沼高等学校の渡邉芽衣さんが
　揮ごうしました

17人が登壇
12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

令和６年度の予算など
　47の議案を審査しました！

トピック
2024
230号

5月24日発行

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページで
ご覧いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）

　令和６年３月21日(木)、鹿沼市役所において、今後の議会改革検討部
会にて議論する上で参考にするため、「議会改革特別委員会」の主催によ
り、研修会を開催しました。
　この研修会は、市民に身近な市議会を目指す意思決定機能や監視機能、
政策形成機能をより一層発揮できる能力を身に着けることを目的としたも
ので、宇都宮大学地域デザイン科学部コミュニティデザイン学科の中村祐司
教授を講師に招きました。

　令和６年３月25日(月)、鹿沼市役所において、鹿沼市地域包括支援セ
ンター職員による「認知症サポーター養成講座」を受講しました。
　認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を見
守る｢応援者｣です。
　講座では、認知症の基礎知識や認知症の方への対応方法についてのほ
か、認知症高齢者の現状、認知症基本法などについて学びました。

　今号は､鹿沼高等学校３年生の渡邉芽衣
さんに揮ごうして頂きました。

　「あなたと議会」の表紙に掲載する写
真を募集しています。詳しくは、15ペー
ジのお知らせか議会ホームページをご覧
ください。

撮影場所：西茂呂さつき大通り撮影場所：西茂呂さつき大通り

6 25 火 議会運営委員会

23 火 総務常任委員会
24 水 教育福祉常任委員会
25 木 産業建設常任委員会

7

2 火 本会議（第1日）
提出議案の説明

18 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

17 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

19 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

29 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和６年第２回定例会(予定）

8
21 水 議会運営委員会

18 水 総務常任委員会
19 木 教育福祉常任委員会
20 金 産業建設常任委員会
25 水 決算特別委員会
26 木 決算特別委員会

28 水 本会議（第1日）
提出議案の説明

12 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

9

11 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

13 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

30 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和６年第３回定例会(予定）

　自分が揮毫した字が掲載されること
を嬉しく思います。
　全体のバランスを取りながら「議」が
下に広がるように意識して書きました。

ごう


